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静岡城北高等学校  

校長   渡辺賢一  

副校長  石原 忍  

教頭   山田光俊  

事務長  大坪淳子  

 

≪次第≫  

１ 開会  

 

２ 校長挨拶 

   渡辺校長から本年度着任の挨拶が行われた。 

 

３ 学校の概況 

  山田教頭から、4、5 月部活動結果、トピックの説明があった。 

 

４ 城北祭見学  

 

５ 会長・副会長の選出  

会長に江原委員、副委員長に大高委員が選出された。  

 

６ 本年度学校経営計画書（渡辺校長）  

(1) スクールミッションの説明 

 「グローバル教育を推進する普通科・グローバル科併置の伝統校として、広い視野で地域の課題を発見

し解決する探究活動を通して、将来の Shizuoka を支え、行動する人材の育成を目指す。」である。 

(2) スクールポリシーの説明 

グラデュエーションポリシーは、卒業時にこういう人材に育っていて欲しいというポリシー。カリキュ



ラムポリシーは、目標とする人材を育てて卒業してもらうために、こういうカリキュラムと方針でいく

というポリシー。そして、本校としてどういう中学生、生徒を求めるのかというポリシーである。 

(3) スクールポリシー具現化の柱の説明 

・渡辺校長から昨年度からの変更点についての説明が行われた。 

スクールポリシーは数年に一度見直すものであり、昨年度から変更はない。生徒の行動をポジティブ・

フォーカスで捉え、勇気づけのポイストシャワーにより、生徒が自己有用感を感じ、自己肯定感を感じら

れる方策を実施します。 

 

７ 意見交換 

（各委員から） 

・グランドデザインはわかりやすく、時間をかけて作らないとこのようにはできない素晴らしいもので

ある。生徒や保護者がすぐに見られるとよい。（回答）ホームページに掲載している。昇降口前にも 5 つ

の力が掲示して生徒は毎朝目にする。学校行事ごとに生徒に、どの力を身に付けさせるのか会議資料用

の枠ができている。 

・グランドデザインがしっかりあり、5 つの力が生徒にも明示されていてよい。この学校のビジョンがど

れだけ浸透するかによって、生徒のモチベーションや、保護者の学校に対する協力態勢も変わる。授業で

も生徒にしっかりと伝えて落とし込むとよい。 

・先日もバスに乗っていると席を譲ってくれた生徒がいたが、そういうことができる生徒がいる。スクー

ルポリシーがしっかりと生徒たちの中で育っていると感じた。 

・学校周辺を部活動の生徒たちが走っているとよく挨拶をしてくれる。これだけのことを行うには先生

方の指導が大変だと思う。 

・文化祭見学の際に見た探究活動の生徒によるプレゼンテーションを見て、普通科の学校でも自ら積極

的に活動する生徒が伸びてきていると感じた。 

・探究活動のプレゼンは、まるで大学の講義を受けているように、自信を持って発表する力は素晴らしか

った。先生方が発表の場を作ることで、生徒の興味や個性を伸ばしていると感じた。 

・グローバル科では海外、今年度はアメリカに出て様々な経験をすることができる。公立校で、このよう

に視野を広げて行くことができてくるのは素晴らしい。先生たちも失敗を恐れず、生徒たちの背中を押

していただけたらありがたい。 

・AI の活用についても、どこまで使わせていくのか教育が必要になってきて、生徒の AI 使用についての

管理も重要である。 

・教員採用試験も前倒しとなり、大学と高校との情報交換も行いながら、より良い静岡県の教育という視

点で一緒に協働していきたい。 

・つながる力、みつける力、行動する力は、社会人になった時に必要な力である。今の若い人たちは言っ

てくれない、 教えてくれないと言うが、くれないではなく、自分が動く、自分が考えるっていうのが、

全てここに示されていると思った。指導される先生方は大変だとは思うが、この力が社会人になった時

に身についていると身についてないとでは、大きく違ってくる。 

（学校から） 

・変化する生徒たちに対して、教員がきちんと対応していけるように、指導、助言をしていきたい。 



・例えば「新聞が届かない家庭」に、本校が取り上げられた記事を届けるにはどうすればよいか、のよう

に、確かにその通りだと気づかされることがたくさんあった。今後の学校経営に生かしていきたい。 

・広報の在り方が、どこの学校でも課題となっている。見ることができるかどうかも大切である。先ほど

の新聞の話も大変参考になった。 

・生徒と同様に、大人であっても褒められるとうれしく感じる。今日はたくさんのボイスシャワーを皆さ

んからいただけて感謝している。皆さんの御意見は、学校の教職員とも共有したい。 

 

８ 閉会 


